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昨年度の情報が入っているので、４月１日時点の情報に更新します。評議員に変更がない場合でも、報酬総額、

会議の出席回数等を更新します。 

色のついたセルはここから入力します。 

色のついたセルの内容を削除したい場合は、ここから「削除」を選びます。 
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給与を受けている理事が複数名いる場合は、「１ 特例有」を選択し、その金額を（3-12）に含

めないことが可能です。 

理事・監事についても、昨年度の情報が入っているので、４月１日時点の情報に更新します。理事・監事に変更

がない場合でも、報酬総額、会議の出席回数等を更新します。 
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法人本部の人員数についても入力をお願いします。 

評議員の出席者数と、「２．当該会計年度における評議員の状況」について、会議の出席数が矛盾していないかご

確認ください。 

いわゆる「決議の省略」を行った場合は、ここに回数を記載してください。 
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いわゆる「決議の省略」を行った場合は、ここに回数を記載してください。 

理事・監事の出席者数と、「３．当該会計年度における理事の状況」・「３．当該会計年度における監事の状況」に

ついて、会議の出席数が矛盾していないかご確認ください。 
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この部分に入力した拠点区分・サービス区分が計算書類に反映されます。 

※「11.前会計年度における事業等の概要」の内容と計算書類との関係（資料（４）ｐ.54～58） 



6 

 

 

 



7 

 

 

 

 
 

 

 



8 

 

 

 

 

 

地域における公益的な取り組みを行っている場合は、この部分に入力をお願いします。 

「社会福祉充実残高作成シート」を作成し、「現況報告書へ反映」ボタンを押した後に、社会福祉充実計画による

事業を行っている場合には、（２）～（４）までを入力する必要があります。 
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「（１）会計監査人非設置法人における会計に関する専門家の活用状況」を入力した場合には、市にその報告書の

届け出が必要です。 
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